
厳しさを増す犯罪情勢
○ 刑法犯認知件数は昭和期の約2倍
○ 検挙率は戦後最低水準
刑法犯の認知・検挙状況の推移（昭和５５～平成１４年）
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街頭犯罪・侵入犯罪の状況

ひったくりの認知・検挙状況の推移（平成１～14年）
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侵入盗の認知・検挙状況の推移（平成１～14年）
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○街頭犯罪及び侵入犯罪の認知件数が近年急激に増加

○認知の増加に対し、検挙が追いついていない状況

（資料１）
警察庁



○ 増加する来日外国人犯罪（昭和５５年の約１０倍）

○ 重要窃盗犯（侵入盗、自動車盗、ひったくり及び
すり）の検挙件数の増加（１０年間で約７倍）
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 　 〔来日外国人検挙状況の推移〕
　（刑法犯・特別法犯、昭和55～平成14年）

来日外国人犯罪の情勢

３４，７４６件
（平成１４年）

（資料１）
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